
 

 

Ⅰ．研究の概要 
 １．研究主題 
 

 

 

 

２．主題設定の理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３．研究仮説 

 

 

 

 

４．研究内容 
 

 

 

 

 

 

生 活 科 部 会 研 究 計 画 

《研究の経過》 

＜平成２６年度～平成２８年度＞ 

『子ども一人一人の気付きの質を高め、 

自立への基礎を養う生活科の創造』 

〜単元構成や支援、評価の 

あり方を通して〜 

＜平成２９年度～令和元年度＞ 

『子ども一人一人が見方・考え方を生かし、対象

への愛着を育む生活科を目指して』 

〜単元構成・学習過程の工夫と 

教師の支援を通して〜 

 

＜令和 2年度＞ 

『子どもが学びの主役となる生活科を目指して』 

～主体的・協働的な学びを通して深める愛着～ 

【研究内容１】 

●協働的な学習の場面の設定 

●子ども一人一人の気付きや変容を「愛着」へつなげて 

いくための教師の支援 

子どもが学びの主役となる生活科を目指して 

〜主体的・協働的な学びを通して深める愛着〜 
 

「教科で育むべき資質・能力」の育成に向けて、指導の改善・充実が重要であることは明らかである。「主

体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善は、我々教師にとって最重要課題であることを改めて認

識しなければならない。 

石教研生活科部会ではこれまでに様々な研究仮説を立てて実践研究を行ってきた。数多くの実践研究を重

ねていくことで、主体性・積極性・観察力など「個人的な資質」の育成に対して成果を挙げることができた。

一方で、「社会的な資質」の育成に向けた視点も今日的な課題である。ここで挙げる「社会的な資質」とは、

「互いが関わる力」のことである。同じ活動についてもその感じ方や興味のもち方がそれぞれ違うことに気

付き、他の在り方を認める力であり、集団の中で自分の課題を発見しその解決に向けて行動していく過程で

共に育ち合おうとする力である。仲間と協働的な学習を進めていく中で、一人の時より楽しくなる体験や、

より充実した経験ができたという実感を、一単位時間から単元の中で、 さらには単元構成に工夫を持たせ

た２年間の教育課程で積み重ねていく必要がある。また、生活科においては子どもが学びの主役であること

が何より重要である。子どもたちの、対象に対する興味や関心はどこにあるのかを教師が丁寧に探り出会わ

せることで、子どもたちの「気になる」「学んでみたい」といった気持ちを刺激したり、見付けた課題を自

分の力で解決するために、自ら考え（～したい）、自ら学ぶ力（～を調べたい・～を作りたい）を養ってい

ったりすることが極めて肝要である。生活科は、子どもにとって他者から強制されたり、一方的に教えられ

たりして学習するといった性質の教科ではないことを念頭に置かなければならない。 

こうした実感をもとに進めていく授業を通して、その過程で関わる対象へのより深い理解につながった

り、地域のよさや自然のすばらしさ、自分のよさに気付いたりし、対象への愛着につながっていくと考える。 

他者との協働や伝え合い交流し合う活動を積み重

ねていくことで、子ども一人一人の気付きや学びを質

的に高め、その過程で関わる対象への愛着を育んだ

り、深めていったりすることができるのではないか。 

【研究内容２】 

●「出会う・向き合う・振り返る」学習過程の工夫 



Ⅱ．実践研究の概要 
 １．経過報告 

   ５月１２日 第１回役員研修会（部長・副部長・事務局長・事務局次長） 

５月２５日 専門部会役員研修会 

５月２６日 石教研情報№392発行 

６月 ５日 ホームページ担当者研修会 

６月２３日 第１回専門部会事務局長研修会 

   ６月２９日 第２回役員研修会（全役員） 

   ７月 ６日 第１回推進研修会 

 

 ２．令和２年度の取り組み方について 

  新型コロナウイルス感染症の広がりにより、教師が一堂に会する研究会等はすべて行わないこととなっ 

た。「実践研究の歩みを止めない」を合言葉に、今年度は年間の取り組みを２期に分けて実践研究を進めて 

きた。 

（１） 【取り組み前半（～10月 16日（金））】 

① 新しくなった研究主題、研究内容について理解を深める。 

② 個人または学校単位での研究をもとに、実践資料集を作成する。 

 

（２） 【取り組み後半（10月 19日（月）～）】 

   集まった実践資料集のいくつかをホームページにアップし、感想や成果・課題等を寄せていただくこ 

とで、次年度の研究を円滑に進めていく。 

 

Ⅲ．部会研究の成果と課題 
本年度は、コロナが蔓延する中での研究となり、例年通りの研究体制をとることができなかった。しかし、 

各市町村で、指導計画を作成するという形で今年度の研究主題への周知を図ることができたと考える。 

ここで、数点ではあるが実践研究を紹介したい。なお、ここに掲載することができなかった残りの指導計 

 画については別途ホームページに掲載することを申し添える。各部会員でダウンロードし研鑽に励んでいた

だきたい。 

 

１．実践研究紹介 
 

〈石狩市〉 

 ◆「わくわく どきどき しょうがっこう（１年生）」～春の教材 

①共同的な学習の場面

設定 

・学級全体での気付きの交流から，個々の「もっと知りたい」を掘り起こし，グ

ループでの活動計画づくりや探検活動へとつないでいく。こうした共同的な学

習場面の設定により，互いの思いや願いを尊重しつつ活動の方向を決めるとい

う学習の基本的な進め方を体験させていく。 

②「出会う・向き合う・

ふり返る」学習過程 

・「気付いたこと・知りたいことの交流」（出会う）→「グループで計画・探検」

（向き合う）→「気付いたこと・知りたいことの交流」（ふり返る）の学習過程

を単元の計画に位置付けることで，気付きの質を高めるとともに，小学校への

愛着を深めていく。 

・教科書「わたしのきになっていること」，「まんぞくはしご」を活用した活動の

ふり返りの習慣化を図る。 

 



〈江別市〉 

 ◆「めざせ 野さい作り名人～ミニトマトランキング！！（２年生）」～夏の教材 

①協働的な学習の場面

設定 

 

この単元では、いろいろな種類のミニトマトを育てることにチャレンジし、

最終的にミニトマトの味比べをしてミニトマトランキングを交流する。現

在ミニトマトの種類はとても多く、アイコやみどりちゃん、オレンジ色の

ミニトマトなど色もカラフルで、味もそれぞれ異なる。いろいろな種類の

ミニトマトを教材園で育てることを通して、協力してお世話をしたり、そ

れぞれのミニトマトの成長の似ているところや違う所などの気づきを交流

したりする意欲を高めたい。また、他の野菜についても、育てることや食

べることなどの興味関心を広げていきたい。 

②「出会う・向き合う・

ふり返る」学習課程 

＜出会う＞いろいろな種類のミニトマトを育て、みんなで食べ比べをしよ

う。 

＜向き合う＞ミニトマトの育て方を調べる→成長の観察→収穫→食べ比べ

（ミニトマトランキング）→振り返り 

◎これらの過程の中で、気づきを友だちと交流し、野菜を育てたり収穫し

たりすることへの愛着を育てたい。 

＜振り返る＞ミニトマトの成長の過程を、観察カードで振り返る。 

 

〈恵庭市〉 

◆「えがおのひみつ たんけんたい（２年生）」～夏の教材 

①協働的な学習の場面

設定 

・インタビューやお仕事に行く前に、お店などで、やること、見る事、質

問することなどを話し合わせる。 

・お店屋さんやお客さんの表情、道具などに着目させる。 

・発表の方法やお礼の方法の例をたくさんあげ、方法が１つではないこと

を知らせる。写真や、テレビやカメラを使っての発表など楽しく発表でき

るように話し合わせる。 

②「出会う・向き合う・

ふり返る」学習課程 

・人や仕事と出会い・向き合い・振り返る、繰り返し関わることで愛着を

強めていく。 

・「出会う」過程では、写真などを使い、イメージを広げたり、意欲を持た

せたりする。 

・「向き合う」過程では、あらかじめ考えていた質問だけでなく、話を聞い

て感じたことや疑問を尋ねるように促す。また、「えがおのひみつ」という

単元名から「すてきなところさがし」をする意識を持たせる。 

・「振り返る」過程でも、発表会やお手紙など様々な方法で振り返らせ、様々

な立場の人からアドバイスや評価を受け、気づきを促していく。 

 

〈北広島市〉 

◆「北風がはこんでくるものはなあに（２年生）」～冬の教材 

①協働的な学習の場面

設定 

自分たちの住む北広島市は、どんなところでどんな行事があるかを話し合

う。 

②「出会う・向き合う・

ふり返る」学習課程 

向き合う過程では、みんなで出し合った北広島らしい冬の遊びをまとめる。 

 

〈千歳市〉 

◆「かぞくにこにこ 大さくせん（１年生）」～冬の教材 

①協働的な学習の場面

設定 

同じお手伝いをするグループごとにお手伝いの方法などを話し合う。 

②「出会う・向き合う・

ふり返る」学習課程 

・単元を通して、家族生活について繰り返し考えることで、家族や家族生 

活について愛着を育てる。 

・家族について交流する（出会う）家族に支えてもらっていることについ

て考える。お手伝いをしてみる（向き合う）お手伝いをしてみて思ったこ

とを振り返る（振り返る）という学習過程で行っていく。 



２．成果 
本年度は、研究初年度であり、「子どもが学びの主役となる生活科を目指して」という主題で研究を進め

た。概要は上記したものの、詳細について見えにくい部分があると思うのでホームページからダウンロー

ドして有効に活用していただきたい。 

 

研究内容①の「協働的な学習の場面の設定」では、互いの思いや願いを尊重しつつ活動の方向を決め、

活動を創り出していくという体験が，児童の社会性や人間性を高めていく上での大切となる。恵庭サーク

ルの指導計画に見られるように、協働的な活動を取り入れる実践が見られた。教師が「何のために」「どう

やって」「どの場面で」ねらいをもって活動の中に設定されている。「子ども一人一人の気付きや変容を愛

着へ」については、江別サークルの指導計画で見ることができた。教師による適切な声かけやコメントに

より、児童はより細かい部分に注目したり、他の児童と比較をしたりすることによって気付きを深めてい

く。そして対象事物への愛着へと繋がっていくだろう。 

 

研究内容②の「出会う・向き合う・振り返る」の学習過程においては、どのサークルでも対象事物への

出会わせ方に工夫がなされていた。学習過程をスパイラル化していくことで、児童の思考はさらに深まっ

たり、気づいたことをより多く表出できるようになったりするだろう。 

 

３．課題 
今年度は、どの市町村も満足のいく形で授業研究を進めることができなかった。しかし、教科書が新し

くなる中で、新たに作成された教育課程を実践し、普段はなかなか研究することが難しい「春」や「冬」

に設定されている単元の研究を進める機会となった。 

しかし、「子どもが学びの主役となる生活科を目指して」という研究主題を達成していくために必要な、

研究授業や、研究協議をすることはできなかった。昨年度の課題にもあったように、「生活科＝グループ活

動」と短絡的に捉えるのではなく、仲間や教師との共同活動を進める中で、一人の時より楽しい体験やよ

り充実した経験ができたという実感を、一単位時間から単元の中で、工夫をもたせた単元構成の研究を、

来年度も引き続き進めていく。 

 

Ⅳ．教育課程の研究 
今年度は、新しく実施された新学習指導要領における教育課程の展開編の単元一覧や指導計画を実施す

ることができた。休校による単元の入れ替えや単元の遅れが生じてしまったり、単元の実施時期と季節に

ずれが生じていたりして、本来の教育課程を進める事が難しい一年となったが、調整し、訂正しながら今

後に向けて改善していきたい。 

 

（文責 吉田 聡史） 

 


